
11. ビロード縫製時に於ける「縫いずれ」及び
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1. ビ ロ―ドのように添毛組織の生地やモヘヤのよう

に起毛した生地等立体的な生地を縫製する際 にお こ る

上゙下布のずれ。及び 縫゙いっれ４ の原因を諸方面から

究明したいと思い，今回は綿ビロ―ド経方向についての

み検討した。

2.   @ 市販 の綿ゼa  ―ド１種経方向,   60番カクン糸，

14番 ミシン針,   日立電気ミシン,  1 分間500～550回転，

３針・５針・６針。

⑥生地のみの時，生地の上に紙をのせた時，生地の間

に紙をはさんだ時，生地の下に紙をおいた時，を下記の

条件により縫製実験した。

○①送り金大・押え金小，②送り金中・押え金小, ③

送り金中・押え金中, ④送り金大・押え金中，⑤送り金

大・押え金小，⑥送り金大・押え金中・糸調子をＯポイ

ントにして, ⑦送り金大・押え金小・糸調子を0  ポイン

トにして, ③⑦の条件にて下布一枚にウェイトをかけて

⑨⑦の条件にて二枚の布一緒にウェイトをかけて, ⑩し

つけをかけ⑨の条件にて，⑥待針をして⑨の条件にて。

3.   R 全体的にみると⑨の場合が縫いつれも少なく，

ずれも比較的少なく又外見上も見苦しくない。⑩どの場

合も概して，生地の下に紙をおいた時がよい。○生地の

間に紙をはさんだ時は概して縫製が困難であy)結果も思

わしくなかったという結果が得られた。


